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1. はじめに 

液晶における電気光学効果を利用した光学

素子として，電界による液晶分子の配向効果を

用いた焦点可機能を有する液晶レンズ1,2)及び

液晶マイクロレンズアレイ3,4)に関する研究が

行なわれてきた。最近，高抵抗膜を用いたアレ

イ構造の液晶マイクロレンズが報告されてい

る。4) 本研究では，二分割電極ハニカム構造を

有する液晶マイクロレンズを提案し，二分割電

極に印加する電圧を変化させたときの干渉縞

写真から光学位相差分布及び偏向特性を求め

た結果について報告する。 

2. 実験方法 

液晶マイクロレンズアレイ素子の模式図を

図１に示す。各電極間に絶縁層(数m 厚)を設

け，ハニカム構造の六角形パターン電極と液晶

層間に絶縁層及び高抵抗膜層(∼20nm 厚)を積

層している。また，六角形パターン電極の左右

の電極はスリットにより二分割されており，開

口径を 300m としている。液晶分子を一方向

に平行配向させるため，配向膜を反平行方向に

ラビング処理を行い，60m の球状スペーサを

用いて空セルを作製した。その後，液晶材料

MLC-6080(Merck. Co.)を封入した。上部の外部

透明制御電極，二分割六角形パターン電極と下

部透明電極間に印加する電圧をV0，V1L及びV1R

としている。光源を He-Ne レーザ(=632.8nm)

とし，偏光顕微鏡システムを用いて直交ニコル

下で開口部の干渉縞観察を行い，光学位相差分

布から偏向角を求めた。 

3. 実験結果及び考察 

図 2 に V0=0 とし，V1L及び V1Rを可変した場

合の六角形パターン電極内の光学位相差分布

を示す。二分割六角形パターン電極内に同心円

状に近い干渉縞が生じているのが分かる。 

左右の電極に印加する電圧差により干渉縞

に歪みが生じ，低電圧側に干渉縞の中心が偏る

傾向が見られた。ここで，隣接する干渉縞の光

学位相差は 2であるため，光学位相差分布は

パターン開口部の干渉縞写真より求めること

ができる。各電極に加える電圧が V0=0，

V1L=14V及びV1R=0である場合の偏向角は-2.3°

となった。さらに，V0=0，V1L=0 及び V1R=14V

の場合において偏向角は 4.6°となった。 

以上のことから，二分割電極のハニカム構造

を有する液晶マイクロレンズアレイ素子を用

いることで，透過光を機械的な駆動部を必要と

せず，電子的に制御することができた。 
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図 1 液晶マイクロレンズアレイ 

 

 
図 2 光学位相差分布 
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